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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陶器上に安着される本体部と、
　前記陶器上で前記本体部に対して回転結合される便座と、
　前記本体部の反対側に前記便座に位置する陶器リム部洗浄装置と、を含み、
　前記陶器リム部洗浄装置は前記便座に少なくとも１つに位置され、
　前記陶器リム部洗浄装置は、ノズル筐体、前記ノズル筐体に固定されるノズル支持体、
そして前記ノズル筐体内に位置して前記ノズル筐体から露出されるように形成される洗浄
ノズルを含むことを特徴とする温水洗浄便座。
【請求項２】
　前記本体部は殺菌水生成装置を含み、
　前記殺菌水生成装置は前記本体部の外部に位置する給水源から水を受け入れ、そして前
記水を電気的に放電させて前記水から酸素系活性種を含むイオンクラスタを生成するよう
に構成されることを特徴とする請求項１に記載の温水洗浄便座。
【請求項３】
　前記本体部は殺菌水生成装置を含み、
　前記陶器リム部洗浄装置は前記殺菌水生成装置から殺菌水を受け入れて前記便座から前
記陶器で前記便座と対向する縁面に向けて前記殺菌水を噴射するように構成されることを
特徴とする請求項１に記載の温水洗浄便座。
【請求項４】
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　前記ノズル筐体は前記ノズル支持体の両側部にそれぞれ位置する噴射入口を含み、
前記ノズル支持体は前記ノズル筐体から突出され、
　前記洗浄ノズルは前記噴射入口の下部に位置して前記噴射入口を曲がった開口面で覆い
、そして前記曲がった開口面の最下位レベルに開口部を含むことを特徴とする請求項１に
記載の温水洗浄便座。
【請求項５】
　前記ノズル筐体は、前記ノズル支持体の両側部にそれぞれ位置する噴射入口、そして前
記噴射入口の下部に前記噴射入口を覆う曲がった開口面を含み、
　前記ノズル支持体は前記ノズル筐体から突出され、
　前記洗浄ノズルは前記ノズル支持体の下部に位置し、そして前記ノズル支持体の前記両
側部で前記噴射入口にそれぞれ露出される開口部を含むことを特徴とする請求項１に記載
の温水洗浄便座。
【請求項６】
　前記曲がった開口面の最下位レベルは前記ノズル支持体から前記ノズル支持体の前記両
側部に向けて傾斜するように構成されることを特徴とする請求項４及び５のいずれか１項
に記載の温水洗浄便座。
【請求項７】
　前記ノズル支持体は前記ノズル筐体から突出され、そして少なくとも１つの開口部を含
み、
　前記洗浄ノズルは前記ノズル筐体を経て前記ノズル支持体に向けて延長し、そして前記
少なくとも１つの開口部に接続されることを特徴とする請求項１に記載の温水洗浄便座。
【請求項８】
　前記ノズル支持体は前記ノズル筐体のグルーブ内に位置して前記ノズル筐体に覆われ、
そして少なくとも１つの開口部を含み、
　前記洗浄ノズルは前記ノズル筐体を経て前記ノズル支持体に向けて延長し、そして前記
少なくとも１つの開口部に接続されることを特徴とする請求項１に記載の温水洗浄便座。
【請求項９】
　前記ノズル筐体は前記便座の縁に沿って延長し、そして中央領域にグルーブを含み、
　前記ノズル支持体は前記ノズル筐体の前記グルーブ内に位置し、そして少なくとも１つ
の開口部を含み、
　前記洗浄ノズルは前記ノズル筐体を経て前記ノズル支持体に向けて延長し、そして前記
少なくとも１つの開口部に接続されることを特徴とする請求項１に記載の温水洗浄便座。
【請求項１０】
　前記ノズル筐体は前記便座の縁に沿って延長して中央領域にグルーブ、そして前記グル
ーブに位置する少なくとも１つの開口部を含み、
　前記洗浄ノズルは前記少なくとも１つの開口部の下部に位置して前記少なくとも１つの
開口部に接続されることを特徴とする請求項１に記載の温水洗浄便座。
【請求項１１】
　前記本体部は殺菌水生成装置を含み、
　前記本体部の内部に位置する温水装置、流量調節装置、ビデノズル装置、及びノズル自
己洗浄装置をさらに含み、
　前記温水装置は給水バルブを介して前記本体部の外部に位置する給水源と接続されなが
ら前記給水源の水を温水に加熱するように構成され、
　前記流量調節装置は前記温水装置と前記ビデノズル装置との間で前記温水装置及び前記
ビデノズル装置と接続し、そして前記ビデノズル装置及び前記殺菌水生成装置と接続する
ように構成され、
　前記殺菌水生成装置は前記ノズル自己洗浄装置及び前記陶器リム部洗浄装置と接続する
ように構成されることを特徴とする請求項１に記載の温水洗浄便座。
【請求項１２】
　紫外線殺菌ランプ部を含み、



(3) JP 5778218 B2 2015.9.16

10

20

30

40

50

　前記紫外線殺菌ランプ部は、前記便座における前記陶器リム部洗浄装置よりも前記本体
部に近い位置に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の温水洗浄便座。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は温水洗浄便座に関し、より詳しくは、殺菌水及び／または紫外線を
用いて陶器を洗浄するのに適合する温水洗浄便座(BIDET SUITABLE FOR CLEANING TOILET 
STOOL USING STERILIZED WATER)に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、温水洗浄便座は、宿泊業または一般家庭においてトイレの便座上に設置する便
座設備として広く用いられている。上記温水洗浄便座は使用者の用便後にビデノズル装置
を介して使用者の肛門及び／またはその周辺に温水を噴射させて使用者の身体から用便に
よる汚物を除去できるように構成される。
【０００３】
　この場合、上記温水洗浄便座を使用する間に、上記使用者は温水洗浄便座の使用状態に
よって便座枠部（以下、「陶器のリム部(rim portion)」とする）に汚物が残る。上記汚
物は使用者の用便、例えば小便から生成される。上記汚物はトイレにおいの原因、そして
、トイレ内細菌増殖の根源を提供する。
【０００４】
　したがって、上記汚物は陶器の美感を損なうので、使用者の間歇的または周期的な陶器
掃除を介して除去する。上記陶器の掃除は使用者の余暇時間を奪う。上記陶器の掃除は使
用者にトイレの室内掃除をさらに要求する負担をかける。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】大韓民国特許出願公開第10-2012-0047382号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、温水洗浄便座を使用した後に、陶器のリム部
から汚物除去のために使用者の余暇時間を奪わないように殺菌水及び／または紫外線を用
いて陶器を洗浄することに適合する温水洗浄便座を提供することにある。
【０００７】
　本発明が解決しようとする他の技術的課題は、前述の課題に限れず限らず、ここで言及
しない他の課題は以下の説明から当業者が十分に理解することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態による殺菌水を用いて陶器を洗浄することに適合する温水洗浄便座を
提供する。前記温水洗浄便座は陶器上に安着される本体部と、前記陶器上で前記本体部に
対して回転結合される便座と、前記本体部の反対側に前記便座に位置される陶器リム部洗
浄装置と、を含む。前記陶器リム部洗浄装置は前記便座に少なくとも１つ位置する。
【０００９】
　前記本体部は殺菌水生成装置を含む。前記殺菌水生成装置は前記給水源から水を受け入
れ、そして前記水を電気的に放電させて前記水から酸素系活性種を含むイオンクラスタを
生成するように構成される。
【００１０】
　前記本体部は殺菌水生成装置を含む。前記陶器リム部洗浄装置は、前記殺菌水生成装置
から殺菌水を受け入れ、前記便座から前記陶器に前記便座と対向する縁面に向けて前記殺
菌水を噴射するように構成される。
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【００１１】
　前記陶器リム部洗浄装置は、ノズル筐体、前記ノズル筐体に固定されるノズル支持体、
そして前記ノズル筐体内に位置して前記ノズル筐体から露出されるように形成される洗浄
ノズルを含む。
【００１２】
　前記ノズル筐体は、前記ノズル支持体の両側部にそれぞれ位置する噴射入口を含み、前
記ノズル支持体は前記ノズル筐体から突出され、前記洗浄ノズルは前記噴射入口の下部に
位置して前記噴射入口を曲がった開口面で覆い、そして前記曲がった開口面の最下位レベ
ルに開口部を含む。
【００１３】
　前記ノズル筐体は、前記ノズル支持体の両側部にそれぞれ位置される噴射入口、そして
前記噴射入口の下部に前記噴射入口を覆う曲がった開口面を含み、前記ノズル支持体は前
記ノズル筐体から突出され、前記洗浄ノズルは前記ノズル支持体の下部に位置され、そし
て前記ノズル支持体の前記両側部から前記噴射入口にそれぞれ露出する開口部を含む。
【００１４】
　前記曲がった開口面の最下位レベルは前記ノズル支持体から前記ノズル支持体の前記両
側部に向けて傾斜するように構成される。
【００１５】
　前記ノズル支持体は前記ノズル筐体から突出され、そして少なくとも１つの開口部を含
み、前記洗浄ノズルは前記ノズル筐体を経て前記ノズル支持体に向けて、そして前記少な
くとも１つの開口部に接続される。
【００１６】
　前記ノズル支持体は、前記ノズル筐体のグルーブ内に位置して前記ノズル筐体に覆われ
、そして少なくとも１つの開口部を含み、前記洗浄ノズルは前記ノズル筐体を経て前記ノ
ズル支持体に向けて延長し、そして前記少なくとも１つの開口部に接続される。
【００１７】
　前記ノズル筐体は前記便座の縁に沿って延長し、そして中央領域にグルーブを含み、前
記ノズル支持体は前記ノズル筐体の前記グルーブ内に位置され、そして少なくとも１つの
開口部を含み、前記洗浄ノズルは前記ノズル筐体を経て前記ノズル支持体に向けて延長し
、そして前記少なくとも１つの開口部に接続される。
【００１８】
　前記ノズル筐体は、前記便座の縁に沿って延長し、中央領域にグルーブ、そして前記グ
ルーブに位置される少なくとも１つの開口部を含み、前記洗浄ノズルは前記少なくとも１
つの開口部の下部に位置して前記少なくとも１つの開口部に接続される。
【００１９】
　前記温水洗浄便座は前記本体部の前記内部に位置される温水装置、流量調節装置、ビデ
ノズル装置、ノズル自己洗浄装置をさらに含む。前記温水装置は、給水バルブを介して前
記給水源と接続されながら前記給水源の前記水を温水に加熱するように構成され、前記流
量調節装置は前記温水装置と前記ビデノズル装置との間で前記温水装置及び前記ビデノズ
ル装置と接続し、そして前記ビデノズル装置及び前記殺菌水生成装置と接続するように構
成され、前記殺菌水生成装置は前記ノズル自己洗浄装置と前記陶器リム部洗浄装置と接続
するように構成される。
【００２０】
　本発明の実施形態による温水洗浄便座は、陶器上に安着される本体部、前記陶器上で前
記本体部から突出する便座、及び前記便座に位置する陶器リム部洗浄装置及び紫外線殺菌
ランプ部のうちの少なくとも１つを含み、前記陶器リム部洗浄装置及び前記紫外線殺菌ラ
ンプ部のうちの前記少なくとも１つは前記便座を介して前記本体部に接続される。
【００２１】
　前記陶器リム部洗浄装置及び紫外線殺菌ランプ部は、前記本体部の反対側で前記便座に
位置される。
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【００２２】
　前記陶器リム部洗浄装置及び紫外線殺菌ランプ部は、前記本体部の反対側で前記本体部
に向けて前記本体に順に位置される。
【発明の効果】
【００２３】
　以上説明したように、本発明の実施形態による温水洗浄便座は、便座に陶器リム部洗浄
装置を含んで陶器のリム部から汚物を容易に除去することができる。
【００２４】
　前記温水洗浄便座は、陶器のリム部の汚物を容易に除去するので、トイレにおいの原因
、そしてトイレ内の細菌増殖の根源を提供しない。
【００２５】
　前記温水洗浄便座は、陶器のリム部から汚物を容易に除去してトイレ室内の掃除を要求
しない。
【００２６】
　前記温水洗浄便座は、陶器掃除時に、使用者にトイレの室内掃除を要求しないので、使
用者の余暇時間が奪われない。
【００２７】
　前記温水洗浄便座は、陶器掃除のために使用者の余暇時間を奪わないので、使用者の個
人生活に余暇時間を十分に与えることができる。
【００２８】
　前記温水洗浄便座は、陶器掃除のため使用者の余暇時間を奪われないので、使用者に使
用経験を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の実施形態による陶器及び温水洗浄便座の結合関係を示す概路図である。
【図２】本発明の実施形態による陶器及び温水洗浄便座の結合関係を示す概路図である。
【図３】図２の便座及び陶器を示す概路図である。
【図４】図３の陶器を部分的に示す概路図である。
【図５】図３の便座を部分的に示す概路図である。
【図６】図５の便座において本発明の第１実施形態による陶器リム部洗浄装置を示す概路
図である。
【図７】図５の便座において本発明の第１実施形態による陶器リム部洗浄装置を示す概路
図である。
【図８】図５の便座において本発明の第２実施形態による陶器リム部洗浄装置を示す概路
図である。
【図９】図５の便座において本発明の第２実施形態による陶器リム部洗浄装置を示す概路
図である。
【図１０】図５の便座において本発明の第３実施形態による陶器リム部洗浄装置を示す概
路図である。
【図１１】図５の便座において本発明の第３実施形態による陶器リム部洗浄装置を示す概
路図である。
【図１２】図５の便座において本発明の第４実施形態による陶器リム部洗浄装置を示す概
路図である。
【図１３】図５の便座において本発明の第４実施形態による陶器リム部洗浄装置を示す概
路図である。
【図１４】図５の便座において本発明の第５実施形態による陶器リム部洗浄装置を示す概
路図である。
【図１５】図５の便座において本発明の第６実施形態による陶器リム部洗浄装置を示す概
路図である。
【図１６】図５の便座において本発明の実施形態による紫外線殺菌ランプ部を示す概路図
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である。
【図１７】図１の温水洗浄便座の構成要素と給水源との接続関係を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　まず、本発明の実施形態による殺菌水及び紫外線を用いて陶器を洗浄することに適合す
る温水洗浄便座を図１ないし図１９を参照しながら詳細に説明する。
【００３１】
　図１及び２は、本発明の実施形態による陶器及び温水洗浄便座の結合関係を示す概路図
である。
【００３２】
　図１を参照すると、本発明の実施形態による温水洗浄便座１８０は、陶器７０上に、本
体部３０、駆動装置４０、便蓋５０、及び便座６０を含む。前記本体部３０は陶器７０上
に安着される。前記本体部３０は人体感知センサ１５を含む。前記本体部３０については
図２で詳細に説明する。
【００３３】
　前記駆動装置４０は、本体部３０に固定されて本体部３０と電気的に接続する。前記駆
動装置４０は複数個のボタンを含む。前記便蓋５０及び便座６０は本体部３０に対して回
転するように本体部３０に接続される。前記便蓋５０は陶器７０を開閉するように構成さ
れる。前記便座６０は便蓋５０の下部に位置されて温水洗浄便座１８０の使用者が座れる
ように構成される。
【００３４】
　図２を参照すると、前記本体部３０は、接続構造物３４及び温水供給構造物３８を含む
。前記温水供給構造物３８は接続構造物３４に取り囲まれるように構成される。前記温水
供給構造物３８は接続構造物３４を介して駆動装置４０と接続されるか、または駆動装置
４０と直接的に接続することができる。
【００３５】
　前記温水供給構造物３８は、第１ラインＬ１を介して図１７の給水源５と接続される。
前記温水供給構造物３８は、図１７の給水バルブ２１、温水装置２３、流量調節装置２５
、ビデノズル装置２７、殺菌水生成装置２８、及びノズル自己洗浄装置２９を含む。また
、前記便座６０は、図１７の陶器リム部洗浄装置１５１を含む。
【００３６】
　前記給水バルブ２１は、第１ラインＬ１を介して給水源５から水を受け入れて陶器７０
の水タンク73、及び温水装置23に水を提供するように構成される。前記温水装置２３は給
水バルブ２１を介して給水源５の水を受け入れて水を温水に加熱するように構成される。
【００３７】
　前記流量調節装置２５は、温水装置２３及びビデノズル装置２７の間で温水装置２３及
びビデノズル装置２７と接続し、そしてビデノズル装置２７及び殺菌水生成装置２８と接
続するように構成される。前記流量調節装置２５は温水装置２３の温水をビデノズル装置
２７及び殺菌水生成装置２８に供給する。
【００３８】
　前記ビデノズル装置２７は流量調節装置２５から温水を受け入れて陶器７０の内部に温
水を噴射するように構成される。前記殺菌水生成装置２８は、流量調節装置２５から温水
を受け入れ、そして温水を電気的に放電させて温水から殺菌水を生成するように構成され
る。
【００３９】
　前記殺菌水は酸素系活性種を含むイオンクラスタを含む。前記殺菌水生成装置２８は、
ノズル自己洗浄装置２９及び陶器リム部洗浄装置１５１と接続するように構成される。こ
の場合、前記陶器リム部洗浄装置１５１は、接続構造物３４及び温水供給構造物３８を介
して殺菌水生成装置２８と接続するように構成される。
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【００４０】
　前記殺菌水生成装置２８は、ノズル自己洗浄装置２９及び陶器リム部洗浄装置１５１に
殺菌水を供給する。前記ノズル自己洗浄装置２９は殺菌水をビデノズル装置２７に向けて
噴射するように構成される。前記陶器リム部洗浄装置１５１は殺菌水を陶器７０のリム部
に噴射するように構成される。
【００４１】
　前記陶器リム部洗浄装置１５１は図３ないし図１５で詳細に説明する。一方、前記接続
構造物３４はヒンジ３１を含む。前記便蓋５０がヒンジ３１に対して一方向Ｒに回転した
場合、前記便蓋５０は便座６０が露出されるように構成される。
【００４２】
　前記便座６０は陶器７０の内部を露出するように構成される。この場合、前記ビデノズ
ル装置２７は、図２のように、本体部３０から便座６０の下部に向けて露出されるように
構成されている。前記ノズル自己洗浄装置２９は、図面のように、便座６０の下部でビデ
ノズル装置２７を取り囲んで構成される。
【００４３】
　図３は、図２の便座及び陶器を示す概路図である。また、図４は、図３の陶器を示す概
路図であり、そして、図５は、図３の便座を示す概路図である。
【００４４】
　図３ないし図５を参照すると、前記便座６０は上部面を介して便蓋５０と図３のように
接触される。前記便座６０は下部面に第１ないし第４安着部６２、６４、６６、６８を、
図３のように含む。前記便座６０は第１及び第２安着部６２、６４の上部に、図５の受光
ダンパ８０、陶器リム部洗浄装置１５１、及び紫外線殺菌ランプ部１７０を含む。
【００４５】
　さらに詳細に説明すると、前記受光ダンパ８０、陶器リム部洗浄装置１５１、及び紫外
線殺菌ランプ部１７０は、図２の本体部３０の反対側に便座６０の先端に位置する。前記
受光ダンパ８０、陶器リム部洗浄装置１５１、及び紫外線殺菌ランプ部１７０は、便座６
０から本体部３０に向けて手に配列される。
【００４６】
　前記受光ダンパ８０は、便座６０で陶器リム部洗浄装置１５１を取り囲むように構成さ
れる。前記受光ダンパ８０の最上位レベルは、便座６０の下部面上で陶器リム部洗浄装置
１５１の最上位レベルよりも高く構成される。
【００４７】
　前記受光ダンパ８０は、陶器リム部洗浄装置１５１から噴射される殺菌水及び／または
紫外線殺菌ランプ部１７０から照射される紫外線を便座６０から陶器７０のリム部、詳し
くは、図４の洗浄領域ＣＲに向けて反射させるように構成される。すなわち、前記受光ダ
ンパ８０は便座60から陶器７０の洗浄領域ＣＲ内において便座６０と対向する縁面７５に
向けて殺菌水及び／または紫外線を反射させる。
【００４８】
　前記陶器リム部洗浄装置１５１は、便座６０に、図５のように、複数個位置するが、そ
れに限定されない。例えば、前記陶器リム部洗浄装置１５１は、便座６０に１つ位置する
ことができる。前記陶器リム部洗浄装置１５１は、図３の第２ラインＬ２を介して殺菌水
生成装置２８と接続されるように構成される。
【００４９】
　前記第２ラインＬ２は接続構造物３４を経て温水供給構造物３８に延長し、温水供給構
造物３８内の殺菌水生成装置２８と接続されるように構成される。前記陶器リム部洗浄装
置１５１は、図３の第２ラインＬ２を介して殺菌水生成装置２８から殺菌水を受け入れる
ように構成される。
【００５０】
　前記陶器リム部洗浄装置１５１は、便座６０から陶器７０の洗浄領域ＣＲ内で便座６０
と対向する縁面７５に向けて殺菌水を噴射するように構成される。前記陶器リム部洗浄装
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置１５１は図６ないし図１５でさらに詳細に説明する。
【００５１】
　前記紫外線殺菌ランプ部１７０は、便座６０に、図５のように、複数個位置することが
できるが、それに限定されない。例えば、前記紫外線殺菌ランプ部１７０は、便座６０に
１つ位置することができる。前記紫外線殺菌ランプ部１７０は、図３の第３ラインＬ３を
介して本体部３０に接続されて本体部３０から電源を印加するように構成される。前記紫
外線殺菌ランプ部１７０は、図１６で詳細に説明する。
【００５２】
　本発明の実施形態による温水洗浄便座１８０は、陶器リム部洗浄装置を、図６ないし図
１５のように多様な実施形態で有することができる。
【００５３】
　図６及び図７は、図５の便座において、本発明の第１実施形態による陶器リム部洗浄装
置を示す概路図である。図７は、図６の切断線I－I’に沿って示す陶器リム部洗浄装置を
示す。
【００５４】
　図６及び図７を参照すると、本発明の第１実施形態による陶器リム部洗浄装置１５１は
、ノズル筐体９２、ノズル筐体９２に固定されるノズル支持体９４、そしてノズル筐体９
２内に位置してノズル筐体９２から露出されるように形成される洗浄ノズル９６を含む。
この場合、前記ノズル筐体９２は、ノズル支持体９４の両側部にそれぞれ位置する噴射入
口Ｅ１を、図６のように含む。
【００５５】
　前記ノズル支持体９４は、ノズル筐体９２から突出するか、または突出しない場合がで
きる。前記洗浄ノズル９６は噴射入口Ｅ１の下部に位置して噴射入口Ｅ１を曲がった開口
面Ｓ１で図７のように覆って、そして曲がった開口面Ｓ１の最下位レベルに開口部９８を
含む。前記曲がった開口面Ｓ１の最下位レベルはノズル支持体９４からノズル支持体９４
の両側部に向かって傾斜するように、図７のように構成される。
【００５６】
　前記洗浄ノズル９６は図３の第２ラインＬ２に接続される。前記陶器リム部洗浄装置１
５１は、ノズル筐体９２及び洗浄ノズル９６の間に中孔Ｈを図７のように有するが、これ
に限定されない。本発明の第１実施形態の変形例によれば、前記陶器リム部洗浄装置１５
１はノズル筐体９２と洗浄ノズル９６との間に充填部材を有することができる。
【００５７】
　図８及び９は、図５の便座において、本発明の第２実施形態による陶器リム部洗浄装置
を示す概路図である。図９は、図８の切断線II－II’に沿って示す陶器リム部洗浄装置を
示す。
【００５８】
　図８及び９を参照すると、本発明の第２実施形態による陶器リム部洗浄装置１５３は、
ノズル筐体１０２、ノズル筐体１０２に固定されるノズル支持体１０４、そしてノズル筐
体１０２内に位置してノズル筐体１０２から露出されるように形成される洗浄ノズル１０
６を含む。
【００５９】
　この場合、前記ノズル筐体１０２はノズル支持体１０４の両側部にそれぞれ位置する噴
射入口Ｅ２、そして噴射入口Ｅ２の下部に噴射入口Ｅ２を覆う曲がった開口面Ｓ２を、図
８及び図９のように含む。前記曲がった開口面Ｓ２の最下位レベルはノズル支持体１０４
からノズル支持体１０４の両側部に向かって傾斜するように、図９のように構成される。
【００６０】
　前記ノズル支持体１０４はノズル筐体１０２から図９のように突出される。前記洗浄ノ
ズル１０６はノズル支持体１０４の下部に位置し、そしてノズル支持体１０４の両側部で
噴射入口Ｅ２にそれぞれ露出される開口部１０８を、図９のように含む。
【００６１】
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　前記洗浄ノズル１０６は、図３の第２ラインＬ２に接続される。前記陶器リム部洗浄装
置１５３は、ノズル筐体１０２と洗浄ノズル１０６との間に中孔Ｈを図９のように有する
が、これに限定されない。本発明の第２実施形態によれば、前記陶器リム部洗浄装置１５
３は、ノズル筐体１０２と洗浄ノズル１０６との間に充填部材を有することができる。
【００６２】
　図１０及び１１は、図５の便座において、本発明の第３実施形態による陶器リム部洗浄
装置を示す概路図である。図１１は、図１０の切断線III－III’に沿って示す陶器リム部
洗浄装置を示す。
【００６３】
　図１０及び１１を参照すると、本発明の第３実施形態による陶器リム部洗浄装置１５５
は、ノズル筐体１１２、ノズル筐体１１２に固定されるノズル支持体１１４、そしてノズ
ル筐体１１２及びノズル支持体１１４内に位置してノズル支持体１１４から露出されるよ
うに形成される洗浄ノズル１１６を含む。
【００６４】
　前記ノズル支持体１１４はノズル筐体１１２から突出され、そして複数個の開口部１１
８を、図１０及び図１１のように含む。しかし、前記ノズル支持体１１４は頂上で１つの
開口部１１８を含むことができる。前記洗浄ノズル１１６は、ノズル筐体１１２を経てノ
ズル支持体１１４に向けて延長し、そして複数個の開口部１１８に、図１１のように接続
される。
【００６５】
　前記洗浄ノズル１１６は図３の第２ラインＬ２に接続される。前記陶器リム部洗浄装置
１５５は、ノズル筐体１１２と洗浄ノズル１１６との間に中孔Ｈを図１１のように有する
が、これに限定されない。本発明の第３実施形態の変形例によれば、前記陶器リム部洗浄
装置１５５はノズル筐体１１２と洗浄ノズル１１６との間に充填部材を有することができ
る。
【００６６】
　図１２及び図１３は、図５の便座において本発明の第４実施形態による陶器リム部洗浄
装置を示す概路図である。図１３は、図１２の切断線IV－IV’に沿って示す陶器リム部洗
浄装置である。
【００６７】
　図１２及び１３を参照すると、本発明の第４実施形態による陶器リム部洗浄装置１５７
は、ノズル筐体１２２、ノズル筐体１２２に固定されるノズル支持体１２４、そしてノズ
ル筐体１２２及びノズル支持体１２４内に位置してノズル支持体１２４から露出されるよ
うに形成される洗浄ノズル１２６を含む。
【００６８】
　前記ノズル支持体１２４はノズル筐体１２２のグルーブＧ１内に位置してノズル筐体１
２２に囲まれ、そして複数個の開口部１２８を、図１２及び図１３のように含む。しかし
、前記ノズル支持体１２４は頂上で１つの開口部１２８を含むことができる。前記洗浄ノ
ズル１２６はノズル筐体１２２を経てノズル支持体１２４に向けて延長し、そして複数個
の開口部１２８に、図１３のように接続される。
【００６９】
　前記洗浄ノズル１２６は図３の第２ラインＬ２に接続される。前記陶器リム部洗浄装置
１５７はノズル筐体１２２と洗浄ノズル１２６との間に中孔Ｈを図１３のように有するが
、これに限定されない。本発明の第４実施形態の変形例によれば、前記陶器リム部洗浄装
置１５７はノズル筐体１２２と洗浄ノズル１２６との間に充填部材を有することができる
。
【００７０】
　図１４は、図５の便座において、本発明の第５実施形態による陶器リム部洗浄装置を示
す概路図である。
【００７１】
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　図１４を参照すると、本発明の第５実施形態による陶器リム部洗浄装置１５８は、ノズ
ル筐体１３２、ノズル筐体１３２に固定されるノズル支持体１３４、そしてノズル筐体１
３２及びノズル支持体１３４内に位置してノズル支持体１３４から露出されるように形成
される洗浄ノズル（図示せず）を含む。
【００７２】
　前記ノズル筐体１３２は図５の便座６０の縁に沿って延長し、そして中央領域にグルー
ブＧ２を含む。前記グルーブＧ２の底面Ｓ３は角をなした面を有するか、丸い面を有する
ことができる。前記ノズル支持体１３４は、ノズル筐体１３２のグルーブＧ２内に位置し
てノズル筐体１３２から突出される。前記ノズル支持体１３４は複数個の開口部１３８を
含むが、これに限定されない。
【００７３】
　本発明の第５実施形態の変形例によれば、前記ノズル支持体１３４は頂上で１つの開口
部１３８を含むことができる。前記洗浄ノズルはノズル筐体１３２を経てノズル支持体１
３４に向けて延長し、そして複数個の開口部１３８に接続される。前記洗浄ノズルは図３
の第２ラインＬ２に接続される。
【００７４】
　本発明の第５実施形態の他の変形例によれば、図５の陶器リム部洗浄装置１５８の両端
は便座６０の縁に沿って延長し、互いに接触することができる。
【００７５】
　図１５は、図５の便座において、本発明の第６実施形態による陶器リム部洗浄装置を示
す概路図である。
【００７６】
　図１５を参照すると、本発明の第６実施形態による陶器リム部洗浄装置１５９は、ノズ
ル筐体１４４、そしてノズル筐体１４４内に位置してノズル筐体１４４から露出されるよ
うに形成される洗浄ノズル（図示せず）を含む。前記ノズル筐体１４４は、図５の便座６
０の縁に沿って延長し、中央領域にグルーブＧ３、そしてグルーブＧ３に位置する１つの
開口部１４８を含む。
【００７７】
　しかし、前記ノズル筐体１４４はグルーブＧ３に開口部１４８を複数個含むことができ
る。前記グルーブＧ３の底面Ｓ４は角をなした面を有するか、丸い面を有することができ
る。前記洗浄ノズルは、１つの開口部１４８の下部に位置して１つの開口部１４８に接続
される。前記洗浄ノズルは図３の第２ラインＬ２に接続される。本発明の第６実施形態の
変形例によれば、図５の陶器リム部洗浄装置１５９は便座６０の縁に沿って延長し、互い
に接触することができる。
【００７８】
　本発明の実施形態による温水洗浄便座１８０は、図５の紫外線殺菌ランプ部１７０を図
１６のように有することがある。
【００７９】
　図１６を参照すると、本発明の実施形態による紫外線殺菌ランプ部１７０は紫外線ラン
プ１６４を含む。前記紫外線ランプ１６４は、図５の便座６０に、図４の陶器７０の洗浄
領域ＣＲ内において便座６０に対向する縁面７５に向けて紫外線を照射するように構成さ
れる。
【００８０】
　前記紫外線ランプ１６４は図３の第３ラインＬ３に接続される。前記紫外線ランプ１６
４は発光ダイオードＬＥＤを含む。前記紫外線殺菌ランプ部１７０は、紫外線ランプ１６
４を覆うランプカバー１６８及びランプ窓Ｗをさらに含む。前記ランプカバー１６８は紫
外線ランプ１６４の紫外線を反射する役割をするように構成される。
【００８１】
　前記ランプカバー１６８は便座６０において円形状に構成される。前記ランプカバー１
６８は便座６０から突出するか、または突き出ない場合がある。前記ランプ窓Ｗは、ラン
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プカバー１６８上に位置して紫外線ランプ１６４を覆うように構成される。前記ランプ窓
Ｗは紫外線を透過する物質を含む。前記ランプ窓Ｗは平面状または曲面状を有する。
【００８２】
　次に、本発明の実施形態による温水洗浄便座の使用方法は、図１ないし図５、及び図１
７を参照して説明する。この場合、前記温水洗浄便座はトイレの配電盤に電気的に接続さ
れていると仮定する 。
【００８３】
　図１ないし図５、及び図１７を参照すると、使用者が温水洗浄便座１８０を使用するた
めにトイレに入室した際に、前記温水洗浄便座１８０は初期状態で便座６０は便蓋５０に
より図１のように覆われている。その後に、使用者は温水洗浄便座１８０の駆動装置４０
を用いて本体部３０の温水供給構造物３８に電源を供給することができる。
【００８４】
　前記温水洗浄便座１８０は温水供給構造物３８を用いて便座６０から便蓋５０を分離す
ることができる。この場合、前記便蓋５０は本体部３０の接続構造物３４に対して一方向
Ｒに図２のように回転される。使用者は便座６０の上に座ることができる。前記温水供給
構造物３８は人体感知センサ１５を用いて便座６０上に使用者の安着状態を確認すること
ができる。
【００８５】
　前記便座６０上に使用者の安着状態が確認されると、前記温水供給構造物３８は図２の
第１ラインＬ１を介して給水源５から水を受け入れることができる。前記水は温水供給構
造物３８を用いて給水バルブ２１を経て、そして温水装置２３により温水に加熱すること
ができる。前記温水は温水供給構造物３８を用いて流量調節装置２５を経てビデノズル装
置２７及び殺菌水生成装置２８に供給される。
【００８６】
　前記殺菌水生成装置２８は温水を放電させて殺菌水を形成することができる。前記殺菌
水は温水供給構造物３８を用いてノズル自己洗浄装置２９及び陶器リム部洗浄装置１５１
に供給される。一方、前記使用者が温水洗浄便座１８０により用便を済ませた後に、前記
温水洗浄便座１８０はビデノズル装置２７を用いて温水を使用者の身体に噴射して使用者
の身体を洗浄することができる。
【００８７】
　前記使用者の身体が洗浄されたら、前記使用者は便座６０から離脱することができる。
前記人体感知センサ１５は便座６０から使用者の離脱を感知することができる。続いて、
前記温水洗浄便座１８０はノズル自己洗浄装置２９及び／または陶器リム部洗浄装置１５
１を用いてビデノズル装置２７及び／または陶器７０の洗浄領域ＣＲに殺菌水を噴射する
ことができる。
【００８８】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００８９】
　５　　給水源
　１５　　人体感知センサ
　２１　　給水バルブ
　２３　　温水装置
　２５　　流量調節バルブ
　２７　　ビデノズル装置
　２８　　殺菌水生成装置
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　２９　　ノズル自己洗浄装置
　３０　　本体部
　３４　　接続構造物
　３８　　温水供給構造物
　４０　　駆動装置
　５０　　便蓋
　６０　　便座
　７０　　陶器
　７３　　水槽
　８０　　受光ダンパ
　９２、１０２、１１２、１２２、１３２、１４４　　ノズル筐体
　９４、１０４、１１４、１２４、１３４　　ノズル支持体
　９６、１０６、１１６、１２６　　洗浄ノズル、
　１５１、１５３、１５５、１５７、１５８、１５９　　陶器リム部洗浄装置、
　１７０　　紫外線殺菌ランプ部
　１８０　　温水洗浄便座
　ＣＲ　　洗浄領域
　Ｈ　　中孔
　Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３　　ライン
　Ｒ　　一方向

【図１】 【図２】
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